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明日に向かって アイ・アム・ア・ファーマー

繋
が
り
、支
え
合
う
。

農
業
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
を
と
り
ま
く
価
値
観
の

変
化
に
、
対
応
で
き
る
意
識
を

持
っ
て
い
た
い
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
就
農
前
は
運
送
関
係
の

仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
平
成
23
年
に
実
家

の
農
業
を
継
い
だ
そ
う
で
す
。
前
回
お
話

を
伺
っ
た
の
は
就
農
３
年
目
の
頃
で
、
そ

の
後
経
験
を
重
ね
環
境
も
大
き
く
変
化
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
父
か
ら
経
営
を
任
さ
れ
、
営
農
の
計

画
等
は
私
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

と
、
結
婚
し
て
子
供
が
産
ま
れ
、
家
族
が

　

今
回
は
平
成
23
年
に
多
寄
町
の
実
家

に
て
就
農
し
た
伊
藤
正
博
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
妻
・
佑
実
子
さ
ん
、
両

親
の
博
己
さ
ん
・
澄
子
さ
ん
と
共
に
水

稲
（
も
ち
）
、
甜
菜
、
大
豆
、
ネ
ギ
、

小
麦
、
小
カ
ブ
等
を
約
29 

ha
に
作
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
に
は
平
成
26
年
に
も
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
９
年
が
過
ぎ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
き
た
か
等
を
伺
い
ま
し
た
。
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今月の表紙今月の表紙

【メニュー】

士別の牛コロコロステーキ、和寒かぼ

ちゃのポタージュ、うま塩サラダ、米

飯（氷点の舞「ななつぼし」、牛乳）

 11 月 14 日、士別小学校４年生を対象

に「ふるさと給食」が実施されました。

児童たちはＪＡ北ひびき管内で生産さ

れた食材をふんだんに使用した給食を

おいしそうに食べてくれました。

　当日は、榎本組合長、笹村専務、吉

井常務が児童たちと一緒に給食を味わ

いました。

増
え
た
こ
と
が
と
て
も
大
き
な
変
化
だ
と

思
い
ま
す
」
と
伊
藤
さ
ん
。

　

経
営
者
の
立
場
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
目
指
し
た
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
両
親
共
に
元
気
で
働
け
て
い
る
う
ち

は
、
手
間
の
か
か
る
ハ
ウ
ス
栽
培
も
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
が
無
理
と
な
っ
た
時
を
考

え
る
と
、
機
械
を
駆
使
し
て
人
手
を
補
え

る
畑
作
に
軸
を
移
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま

し
た
。
そ
れ
で
去
年
か
ら
作
付
面
積
を
約

２
倍
近
く
に
広
げ
ま
し
た
。
や
れ
る
か
な

と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
然
で
す
が

と
っ
て
も
忙
し
い
（
笑
）。
ま
た
、
今
年

は
特
に
温
暖
化
を
実
感
し
ま
し
た
。
道
北

の
気
候
変
化
に
沿
っ
て
、
何
を
ど
の
よ
う

に
作
る
か
の
判
断
を
早
め
に
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

田
畑
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は

多
く
の
尊
い
も
の
ご
と
を

未
来
に
託
す
こ
と
な
の
で
す
。

　

家
族
を
持
つ
こ
と
で
、
農
業
に
対
す
る

考
え
方
に
も
影
響
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
農
業
が
未
来
へ
引
き
継
が
れ
る
た
め

に
、
現
在
の
地
域
の
田
畑
を
維
持
し
て
い

る
私
達
の
活
動
が
大
き
く
影
響
す
る
は
ず

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
形
で

次
の
世
代
に
渡
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
強
く
願
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
成
長
し
た
子
ど
も
達
が
職
業
選

択
肢
の
一
つ
と
思
え
る
よ
う
な
経
営
状
況
に

は
し
た
い
で
す
ね
」
と
伊
藤
さ
ん
。

　

地
方
の
豊
か
な
田
園
風
景
を
今
後
も
保

つ
に
は
、
農
家
以
外
の
方
の
新
規
参
入
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
魅
力
を
感
じ
農
業
を
目
指
し
て
も
、

ハ
ー
ド
ル
の
設
定
が
高
す
ぎ
て
諦
め
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
程
度

公
的
な
組
織
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
地
域
の

支
援
が
必
要
で
す
。
私
の
住
む
多
寄
町
の

農
家
同
士
は
年
齢
の
壁
を
越
え
て
い
い
関

係
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
と
は
仕

組
み
、
制
度
が
整
え
ば
と
い
う
こ
と
で
す
。

世
界
的
な
食
糧
危
機
と
な
っ
て
も
国
内
の

食
糧
で
ま
か
な
っ
て
い
く
と
い
う
観
点
に

立
て
ば
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

た
だ
、
こ
の
仕
事
は
憧
れ
だ
け
で
は
続
か

な
い
、
助
け
助
け
ら
れ
て
成
り
立
つ
の
が

農
業
で
す
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●アイ・アム・ア・ファーマー

　伊藤　正博さん

　（士別市多寄町）……………… ②

　農協法公布記念日にあたっての

　組合員・役職員へのメッセージ … ④

　農業者年金…………………… ⑤

●できごと……………………… ⑥

●地域のニュース……………… ⑦

剣淵 「穀類乾燥調製施設で大豆を受入」

　　 「剣淵神社で新穀感謝祭を開催」

士別 「青年部・女性部が常勤役員と意見交換会を実施」

和寒 「和寒小学校児童がキャベツの収穫を体験」

多寄 「士別市集落多寄地区で籾殻収集事業を実施」

朝日 「女性部が研修会を実施」

●ひびきあいの広場

おたより ……………………… ⑩

俳句・短歌 …………………… ⑪

組合員資格確認のお願い …… ⑪

●お知らせ　他

理事会報告 …………………… ⑫

金融部からのお知らせ ……… ⑬

●クロスワードパズル………… ⑮

　げんまいくん

●牛乳をもっと食卓に………… ⑯

『親子丼の新定番ホワイト親子丼』

伊
い とう

藤　正
まさひろ

博さん

士別市多寄町／ 39 才

士別高校、放送関係の専

門学校を卒業後、運送業

の企業に勤務し、平成 23

年から多寄町の実家にて

就農。ＪＡ北ひびき青年

部多寄支部長。妻と男の

子二人の４人家族。

趣味は熱帯魚や少し珍し

いペットの飼育。
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が公布され、今年
で76年を迎えました。
　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農
業生産力の増進」と「農業者の経済的社会的地位の向上」を図り、国民
経済の発展に寄与することを目的として、農協法が制定され、農協が
設立されました。

　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的
運営」の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆様の営
農と生活の安定並びにより良い地域社会の実現を目指し、今日に至っております。
　新型コロナウイルス感染症の位置付けは本年５月より５類に移行し、コロナ禍以前の日常を取り
戻しつつありますが、各農畜産物の消費は依然として低迷しており、さらに、国際紛争や急激な円
安の進行による飼料・肥料をはじめとした生産資材の高止まりが、農業経営に与える影響は甚大な
ものとなっています。
　コロナ禍、国際紛争によって、世界の食料需給事情が一変しました。輸出制限を行い、自国の
食料を確保する各国の動きが活発化し、世界的な人口増加による食料不足問題など食料争奪合戦
がすでに始まっています。我が国の食料を安定的にどう確保するのか。今こそ大いに食料安全保障
の国民的議論が必要となっています。
　ＪＡグループ北海道は、日本の食料基地であるという使命感に立ち、食料の安定生産・安定供給
と農畜産物の需要拡大を両輪として引き続き取り組むことが重要であり、国民の命の源である食を
守り続けるにも、まさに新しい農業を築き、未来の世代へ繋いでいかなければなりません。
　この厳しい時代だからこそ、国民が必要とし消費する食料はできるだけその国で生産する「国消
国産」という考え方は、消費者に知っていただきたい大切なテーマであり、1945年に国連食糧農
業機関（FAO）が発足した日、さらに1981年に国連が「世界食料デー」に定めた日である10月16
日を、「国消国産の日」として制定し、令和３年に日本記念日協会に登録しました。
　今こそ、この国消国産の周知、さらにはＪＡ北海道大会で確認された550万人サポーターづくり
を推進するべく、ＪＡグループ北海道が一体となって「アグリアクション北海道」と題した統一した取
組みをしっかりと実践することが必要となります。
　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の拠り所とし、今後と
も組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業とＪＡの
発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージと致し
ます。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　樽󠄀井　功
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農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員会かＪＡ北ひびき各
支所営農部門農業者年金窓口または農業者年金基金にお問い合わせください。
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A T T E N T I O Nで き ご と

上
川
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
の
開
催

11
月
14
日
、
旭
川
市
ト
ー
ヨ
ー
ホ

テ
ル
に
て
令
和
５
年
度
上
川
地
区
Ｊ

Ａ
青
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ

北
ひ
び
き
青
年
部
か
ら
14
人
が
参
加

し
た
。

青
年
部
大
会
は
青
年
部
員
盟
友
一

人
一
人
が
農
業
を
支
え
て
い
く
と
い

う
責
任
を
自
覚
し
農
業
の
持
つ
役
割

と
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き
各
地

区
の
誇
り
高
き
青
年
の
情
熱
と
盟
友

同
士
の
連
携
を
促
し
、
そ
の
責
任
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
る
。

始
め
に
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
農

業
農
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
動
画
を

募
り
、
農
業
へ
の
興
味
な
ど
を
消
費

者
へ
働
き
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

30
秒
の
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
た
。

活
動
実
績
発
表
で
は
、
士
別
支
部

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
代
理
で
青
年
部

部
長
の
渡
辺
要
さ
ん
が
「
農
業
を
愛

し
、
農
業
に
愛
さ
れ
た
男
達
！
」
と

題
し
発
表
が
行
わ
れ
た
。
士
別
市
・

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
の
概
要
説
明
や
活
動

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
の
農

業
を
取
り
巻
く
情
勢
に
対
し
て
の
思

い
を
伝
え
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
、
士
別
支
部
の
前

川
悠
一
さ
ん
が
参
加
し
、
並
み
居
る

強
豪
に
勝
利
し
見
事
優
勝
し
た
。
優

勝
し
た
前
川
さ
ん
は
全
道
Ｊ
Ａ
青
年

部
大
会
の
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

に
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
代
表
し
て

参
加
す
る
。

他
に
も
、
農
業
・
青
年
部
活
動
に

対
し
て
人
一
倍
熱
い
情
熱
を
持
っ
た

盟
友
を
発
掘
す
る
「
純
農
Ｂ
ｏ
ｙ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
和
寒

支
部
の
森
田
房
幸
さ
ん
が
農
業
に
対

す
る
熱
い
想
い
や
、
失
敗
談
な
ど

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
発
表
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

上
川
地
区
の
盟
友
と
基
調
講
演
で

勉
強
し
、
懇
親
会
で
交
流
を
深
め
る

こ
と
で
仲
間
づ
く
り
や
新
た
な
可
能

性
を
原
動
力
に
し
て
結
束
力
を
深
め

て
い
き
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
と
し

て
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
。

変
革
の
時
代
へ
　
他
地
区
の
盟
友
と
結
束
力
を
高
め
る

変
革
の
時
代
へ
　
他
地
区
の
盟
友
と
結
束
力
を
高
め
る

変
革
の
時
代
へ
　
他
地
区
の
盟
友
と
結
束
力
を
高
め
る

変
革
の
時
代
へ
　
他
地
区
の
盟
友
と
結
束
力
を
高
め
る

変
革
の
時
代
へ
　
他
地
区
の
盟
友
と
結
束
力
を
高
め
る

▲アームレスリングをする前川悠一さん

▲活動実績発表する渡辺部長のようす ▲青年組織網領を朗唱するようす

▲熱い想いを話す森田房幸さん
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剣
淵

穀
類
乾
燥
調
製
施
設
で
大
豆
を
受
入

穀
類
乾
燥
調
製
施
設
で
大
豆
を
受
入

天
候
不
順
乗
り
越
え

剣
淵
神
社
で
新
穀
感
謝
祭
を
開
催

剣
淵
神
社
で
新
穀
感
謝
祭
を
開
催

無
事
収
穫
期
を
迎
え
た
こ
と
に
感
謝

　

９
月
30
日
か
ら
剣
淵
町
の
穀
類
乾
燥

調
製
施
設
（
Ｊ
Ａ
・
南
地
区
・
東
地
区
・

個
人
委
託
施
設
）
で
は
大
豆
の
受
入
・

調
整
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

生
産
者
が
刈
取
り
し
た
大
豆
は
そ
れ

ぞ
れ
の
調
製
施
設
に
持
ち
込
ま
れ
、
水

分
や
粒
度
・
重
量
を
計
量
し
た
後
、
乾

燥
を
行
い
製
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
。

　

今
年
の
大
豆
は
汚
れ
や
へ
ん
平
が
多

く
調
整
に
時
間
を
か
け
て
い
る
た
め
例

年
よ
り
遅
い
12
月
下
旬
ま
で
の
調
整
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

担
当
職
員
は
「
今
年
は
天
候
不
順
に

よ
り
収
穫
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
よ
り
良

い
製
品
に
な
る
よ
う
作
業
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。」
と
話
し
た
。
ま
た
調
整
施

設
従
業
員
は
「
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
今
年
は
例
年
よ
り

時
間
を
か
け
て
作
業
に
あ
た
っ
て
お

り
、
１
つ
で
も
多
く
等
級
の
高
い
製
品

を
作
り
た
い
。」
と
話
し
た
。

　

今
年
剣
淵
町
で
は
大
豆
を
1
1
2
０

ha
作
付
し
て
い
る
。

　

11
月
24
日
、
剣
淵
神
社
本
殿
（
剣
淵

町
旭
町
）
に
て
令
和
５
年
剣
淵
町
新
穀

感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
精
進
副
組
合
長
ら

町
内
関
係
団
体
代
表
者
が
参
集
し
丸
井

直
人
宮
司
に
よ
り
斎
行
さ
れ
た
。

　

新
穀
感
謝
祭
は
、
秋
の
収
穫
期
を
無

事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
翌

年
春
か
ら
の
農
作
業
が
順
調
に
進
む
こ

と
を
祈
念
し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　

初
め
に
精
進
副
組
合
長
よ
り
祭
詞
が

述
べ
ら
れ
、
参
拝
者
に
よ
り
玉
串
が
奉

奠
さ
れ
た
。

　

農
業
関
係
団
体
か
ら
は
Ｊ
Ａ
・
農
民

連
盟
・
農
業
委
員
会
・
土
地
改
良
区
・

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
稲
作
振
興
会
・
特
産
園

芸
振
興
会
他
各
生
産
団
体
よ
り
代
表
者

が
出
席
し
、
神
棚
に
は
剣
淵
町
産
う
る

ち
・
も
ち
米
・
野
菜
・
豆
類
・
澱
粉
な

ど
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

参
拝
者
か
ら
は
「
本
年
も
無
事
に
収

穫
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
来

年
も
豊
作
を
願
っ
て
作
業
に
あ
た
り
た

い
。」
と
話
し
た
。

▲搬入された大豆

▲参拝者のようす

▲大豆調整のようす

▲精進副組合長の祭詞
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キ
ャ
ベ
ツ
の

キ
ャ
ベ
ツ
の

越
冬
に
挑
戦
！

越
冬
に
挑
戦
！

今
後
の
事
業
展
開
を

今
後
の
事
業
展
開
を

見
据
え
た
活
発
な

見
据
え
た
活
発
な

意
見
を

意
見
を

士
別

青
年
部
・
女
性
部
が
常
勤
役
員
と

意
見
交
換
会
を
実
施

和
寒

和
寒
小
学
校
児
童
が

キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
を
体
験

▲回答を聞く青年部員のようす ▲答弁する榎本組合長と吉井常務の

ようす

▲座学のようす ▲収穫作業のようす

　

11
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
本
所
３
階
会
議

室
に
て
青
年
部
、
女
性
部
と
常
勤
役
員
と
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
事
業
は
、
平
成

26
年
度
よ
り
青
年
部
・
女
性
部
と
の
日
常
業
務

や
事
業
運
営
に
あ
た
り
活
発
な
意
見
交
換
の
場

を
設
け
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
榎
本
組
合
長
よ
り
「
日
頃
よ

り
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
で
合
併
し

て
20
年
目
を
迎
え
、
ま
た
第
８
次
中
期
計
画
の

策
定
年
で
あ
る
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
第
８
次
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
青
果
物
や
子
実
コ
ー
ン

と
い
っ
た
作
物
の
事
業
展
開
や
外
国
人
労
働
者

だ
け
で
は
な
く
日
本
人
の
人
材
確
保
に
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
様
々
な
意
見
が
出
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
も
当
事
業
は
継
続
し
て
行
い
、
青
年
部

女
性
部
の
出
席
者
は
今
後
も
事
業
運
営
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

　

11
月
13
日
、
和
寒
町
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
青
年
部
和
寒
支
部
（
三
上
益
由
支
部

長

：

部
員
29
名
）
は
和
寒
小
学
校
3
年
生
を
対

象
に
、
子
供
農
業
体
験
の
キ
ャ
ベ
ツ
切
り
取
り

作
業
を
実
施
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
脇
澤
組
織
強
化
委
員
長
よ

り
「
皆
さ
ん
が
植
え
た
キ
ャ
ベ
ツ
が
と
て
も
大

き
く
育
ち
ま
し
た
。
今
日
は
そ
の
キ
ャ
ベ
ツ
を

切
り
取
り
、
並
べ
て
越
冬
さ
せ
ま
す
。
刃
物
を

扱
う
の
で
気
を
付
け
て
、
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ

う
。
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
青
年
部
員

よ
り
作
業
の
説
明
が
さ
れ
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
部
員
指
導
の
も
と
根
切
り
作
業
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

　

今
年
は
キ
ャ
ベ
ツ
が
埋
ま
る
ほ
ど
の
積
雪
が

あ
り
、
雪
を
か
き
分
け
て
か
ら
の
根
切
り
作
業

と
な
っ
た
。
大
き
く
育
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
は

太
く
、
生
徒
た
ち
は
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
す
で

あ
っ
た
。
寒
い
中
の
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
元

気
良
く
進
め
、
１
時
間
半
ほ
ど
で
、
1
0
0
玉

を
超
え
る
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
を
終
え
た
。
そ
の

後
、
座
学
と
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
の
糖
度
を
計
り
、

他
の
作
物
と
の
比
較
や
、
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ

の
試
食
を
行
っ
た
。

　

次
回
は
、
積
雪
の
中
か
ら
掘
り
取
っ
た
キ
ャ

ベ
ツ
の
糖
度
を
計
り
、
越
冬
前
と
越
冬
後
の
比

較
を
行
う
予
定
。
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籾
殻
の
有
効
活
用
で

籾
殻
の
有
効
活
用
で

環
境
保
全
に
取
組
む

環
境
保
全
に
取
組
む

家
庭
介
護
も
学
ぶ

家
庭
介
護
も
学
ぶ

多
寄

士
別
市
集
落
多
寄
地
区
で

籾
殻
収
集
事
業
を
実
施

朝
日

女
性
部
が
研
修
会
を
実
施

▲倉庫に集められた籾殻 ▲フレコンに詰められた籾殻

▲家庭介護教室のようす ▲冬季研修のようす

　

中
山
間
事
業
士
別
市
集
落
多
寄
地
区
（
保
科

隆
志
代
表

：

構
成
95
名
）
は
９
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
籾
殻
収
集
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
籾

殻
の
野
焼
き
に
よ
る
環
境
問
題
が
深
刻
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
を
行

い
、
農
地
保
全
、
環
境
破
壊
防
止
に
取
組
む
観

点
か
ら
実
施
さ
れ
、
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
た
。

　

籾
殻
の
集
荷
に
当
た
っ
て
は
、
専
用
の
フ
レ

コ
ン
に
よ
る
集
荷
方
法
と
、
バ
ラ
積
込
に
よ
っ

て
士
別
運
送
が
集
荷
し
、
多
寄
地
区
の
籾
殻
集

荷
施
設
に
運
搬
し
堆
積
さ
れ
る
。

　

事
業
開
始
前
に
は
、
共
同
で
使
用
す
る
専
用

フ
レ
コ
ン
の
点
検
作
業
を
、
多
寄
町
の
農
作
業

受
託
組
織
「
サ
ポ
ー
ト
た
よ
ろ
ー
」
（
山
本
栄

一
代
表
）
へ
委
託
。
事
前
に
穴
あ
き
や
破
損
が

な
い
か
確
認
を
行
い
、
点
検
後
は
専
用
フ
レ
コ

ン
を
協
力
生
産
者
宅
へ
配
送
。
９
月
13
日
よ
り

籾
殻
運
搬
が
始
ま
っ
た
。

　

今
年
度
は
地
区
の
水
稲
生
産
者
19
件
が
協

力
生
産
者
と
し
て
参
加
し
、
水
稲
面
積
約

1
7
4
ha
、
籾
殻
量
は
約
2
1
7
ｔ
の
集
荷
を

見
込
ん
で
い
る
。
回
収
さ
れ
た
籾
殻
は
、
主
に

地
区
酪
農
生
産
者
の
牛
舎
敷
料
と
し
て
使
用
さ

れ
る
。

　

同
事
業
は
、
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施

予
定
で
あ
り
、
籾
殻
の
有
効
活
用
に
よ
り
農
地

保
全
・
環
境
保
全
に
取
組
ん
で
い
く
。

　

11
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
女
性
部
朝
日
支

部
（
佐
藤
百
合
子
部
長

：

部
員
11
名
）
は
、
森

の
ゆ
ホ
テ
ル
花
神
楽
に
て
冬
季
研
修
会
を
開
催

し
６
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
先
般
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
常
勤
役

員
と
の
意
見
交
換
の
内
容
や
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
部
長
よ
り
報
告
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年

よ
り
当
Ｊ
Ａ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
ア
プ

リ
「
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
」
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り

説
明
を
受
け
、
ア
プ
リ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

帰
り
に
は
、
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
フ
ゥ
に
立
ち
寄
り
、

ケ
ー
キ
な
ど
を
買
い
研
修
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

11
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
対
策
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
家
庭
介

護
教
室
」
が
経
済
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
て
開
催
さ
れ
、
女
性
部
朝
日
支
部
か
ら
も
３

名
が
参
加
し
た
。

　

講
習
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
の
職
員
と
札

幌
厚
生
病
院
の
認
定
看
護
師
が
講
師
と
な
り
、

認
知
症
へ
の
理
解
と
高
齢
者
の
身
体
に
関
す
る

こ
と
の
講
義
が
行
わ
れ
、
家
庭
介
護
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
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の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「お便り募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

番
目
の
孫
の
学
習
会
発
表
会
が
終

了
。
長
か
っ
た
送
迎
も
も
う
少
し
。

注
文
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
も
届
き
ま
す
！

（
Ｔ
：
70
代
男
性
）

●
淋
し
さ
も
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
送
迎
も
限
ら

れ
た
回
数
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
大
事
に

時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
！
こ
れ
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
元

気
に
学
校
に
行
く
姿
を
想
像
す
る
と
微
笑
ま

し
い
で
す
ね
！

４

年
の
収
穫
も
や
っ
と
終
わ
っ
て
一
安

心
。
面
積
と
雑
用
が
増
え
苦
労
し
た

一
年
。ま
た
冬
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
頑
張
り
ま
す
。

（
Ｏ
：
70
代
男
性
）

●
忙
し
い
一
年
に
な
り
ま
し
た
ね
。
冬
も
ア

ル
バ
イ
ト
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
し
っ
か
り

休
息
を
と
り
な
が
ら
万
全
の
体
調
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

今
び
き
あ
い
の
お
た
よ
り
コ
ー
ナ
ー
と
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
頭
の
体
操
で
す
。

（
Ｓ:

女
性
）

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
わ
か
り
そ
う
で
わ

か
ら
な
い
時
は
ス
マ
ホ
に
頼
り
た
く
な
り
ま
す

が
、
自
力
で
思
い
出
せ
た
と
き
は
嬉
し
い
で
す

よ
ね
！
（
笑
）
こ
れ
か
ら
も
回
答
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

ひ
穫
作
業
も
す
っ
か
り
終
わ
り
塩
分
控

え
め
に
と
思
い
つ
つ
も
漬
物
を
つ
け

て
い
ま
す
。�

（
Ｊ
：
70
代
女
性
）

●
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
管
内
で
も
越
冬

キ
ャ
ベ
ツ
や
雪
の
下
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
が
最

盛
期
を
迎
え
て
き
ま
す
の
で
、
ま
す
ま
す
漬

物
を
つ
け
る
こ
と
が
多
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
（
笑
）
適
度
に
漬
け
て
、
適
度
に
食

べ
ま
し
ょ
う
！

収

に
も
み
ま
き
、
田
植
と
農
家
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
秋
に
は

と
て
も
お
い
し
い
新
米
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

微
力
な
が
ら
自
分
が
携
わ
っ
た
お
米
な
の
で

新
米
の
味
も
格
別
で
し
た
。（
Ｏ
：
50
代
女
性
）

●
苦
労
を
し
て
育
て
た
お
米
。
食
べ
る
と
き
は

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
家
が
ど
ん
な

苦
労
を
し
て
私
た
ち
が
お
米
を
食
べ
れ
て
い
る

の
か
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
み
を
感
じ
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
が
本
当
に

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

春

　
気
が
付
け
ば
２
０
２
３
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
一
か
月

を
切
り
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日
々
が
つ
い
最
近
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。秋
の
紅
葉
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

冬
景
色
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
５
月
か
ら
５
類

と
な
り
、
自
粛
か
ら
解
放
さ
れ
、
旅
行
に
行
か
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
僕
も
今
年
は
お
祭

り
に
行
き
、
屋
台
な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ

イ
ル
ス
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ま
だ
感

染
予
防
対
策
は
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

ま
め
な
手
洗
い
、
う
が
い
を
行
い
、
万
全
な
体
調
で
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

1111
月
号
パ
ズ
ル

月
号
パ
ズ
ル

【
当
選
者
】

池
田
公
子
さ
ん
、
髙
橋
豊
さ
ん
、

板
東
信
一
郎
さ
ん
、
藤
原
ト
モ
子

さ
ん
、
藤
井
淑
江
さ
ん

【
解
答
】「
フ
ユ
ジ
タ
ク
」
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新
婚
の
旅
行
で
訪
い
し
金
沢
は

金
婚
旅
行
の
候
補
の
ひ
と
つ
に

鷲
　
見
　
紀
　
子

朝
夕
に
ス
ト
ー
ブ
つ
け
て
暖
を
と
る

あ
の
暑
か
っ
た
夏
が
信
じ
ら
れ
な
い

竹
ノ
内
　
ひ
か
る

山
道
の
落
葉
は
坂
を
軽
々
と

舞
い
つ
つ
車
の
後
を
追
い
く
る

池
　
澤
　
和
　
子

秋
に
な
り
風
邪
を
ひ
い
て
も
軽
け
れ
ば

明
日
も
元
気
に
楽
し
く
過
ご
す

丹
　
羽
　
泰
　
子

軽
ト
ラ
の
ガ
タ
ゴ
ト
ぶ
お
ー
ん
と
鳴
る
音
に

合
わ
せ
て
踊
る
荷
台
の
だ
い
こ
ん

牧
　
　
　
あ
づ
さ

イ
ン
ボ
イ
ス
　
理
解
せ
ぬ
ま
ま
　
冬
に
入
る

杉
　
浦
　
と
し
枝

母
逝
き
て
　
ぬ
し
亡
き
家
や
　
冬
来
る

梅
　
基
　
文
　
子

メ
モ
に
し
て
　
や
る
事
決
め
る
　
初
冬
か
な

鈴
　
木
　
ゆ
き
子

小
春
日
の
　
あ
て
な
く
ぶ
ら
り
　
歩
み
を
り

大
　
河
　
博
　
子

短 

歌
俳 
句

　

 
 

 

の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「お便り募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

北ひびき農業協同組合　組合員資格確認のお願い
　組合員の皆様の組合員資格に変動が生じた場合は、定款第 14条（資格変動の申出）の定めるところ
により、書面で当ＪＡ宛てにお届けいただくことになっております。
　つきましては、資格区分・氏名・住所・勤務地等の届出事項に変更・修正などの変動があった場合は
お手数ですが、当ＪＡの最寄りの本所または基幹支所（支所）にて、届出事項の変更もしくは資格変更
の手続きをお願い申し上げます。
　なお、姓名変更、地区内移転等で資格変更が生じない場合もありますので、ご不明な点は下記までお
問い合わせ下さいますようよろしくお願いいたします。
＜手続きに必要なもの＞
○印鑑（取引口座の届出印）　
○本人確認ができる公的確認書類（運転免許証・健康保険証・住民票等）

≪　お　問　い　合　わ　せ　先　≫

ＪＡ北ひびき	 本所	 ℡ 23-2115	 和寒基幹支所	 ℡ 32-2441
	 剣淵基幹支所	 ℡ 34-2011	 多寄支所	 ℡ 26-2321
	 朝日支所	 ℡ 28-2011	 上士別支所	 ℡ 24-2311
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臨
時
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
５
年
10
月
25
日
㈬

▼
協
議
事
項
▲

議
案
第
１
号

　
令
和
５
年
産　

青
果
物

共
選
原
料
概
算
払
に
つ
い
て

　

農
産
物
出
荷
前
渡
金
の
う
ち
南
瓜
・
食

用
馬
鈴
薯
・
玉
葱
に
つ
い
て
返
還
し
概

算
金
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
コ
ン
テ

ナ
１
基
あ
た
り
概
算
金
は
南
瓜
４
０
，

０
０
０
円
、
食
用
馬
鈴
薯
３
５
，０
０

０
円
、
玉
葱
４
０
，０
０
０
円
を
各
々

上
限
と
し
て
生
産
者
の
申
請
に
よ
り

対
応
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

議
案
第
２
号　

令
和
５
年
産　

種
子
馬

鈴
薯
規
格
選
別
原
料
概
算
払
い
に
つ

い
て

　

種
子
馬
鈴
薯
規
格
選
別
に
つ
い
て
、

受
入
重
量
か
ら
入
れ
目
を
控
除
し
製

品
率
、
買
入
単
価
を
乗
じ
た
金
額
を

概
算
払
い
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
３
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

　

理
事
に
対
す
る
貸
付
４
件
に
つ
い

て
、
組
合
員
と
同
等
の
条
件
に
て
貸

付
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

▼
報
告
事
項
▲

１
．
10
月
末
棚
卸
実
査
及
び
定
期
監
査

の
日
程
に
つ
い
て

　

⑴�

10
月
末
棚
卸
実
査
を
11
月
１
日

（
水
）
に
実
施
す
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

　

⑵ 

定
期
監
査
は
、
10
月
31
日
を
監
査

基
準
日
と
し
て
、11
月
14
日
（
火
）

～
11
月
17
日
（
金
）
に
実
施
す
る

こ
と
を
報
告
し
た
。

２
．
第
８
次
中
期
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

　

第
８
次
地
域
農
業
振
興
計
画
及
び
Ｊ

Ａ
中
期
経
営
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
体
制
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

３
．
畑
地
化
２
次
採
択
に
向
け
た
保
留

者
の
扱
い
に
つ
い
て

　

１
次
申
請
状
況
及
び
１
次
採
択
結
果

の
報
告
と
、
２
次
申
請
状
況
に
つ
い

て
北
ひ
び
き
全
体
で
２
２
４
人
が
申

請
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
を
し
た
。

４
．
令
和
５
年
産
米
大
豆
検
査
状
況
及

び
甜
菜
生
産
実
績
に
つ
い
て

　

米
・
大
豆
は
10
月
23
日
ま
で
に
受
検

し
た
実
績
を
、
甜
菜
は
10
月
19
日
時

点
の
生
産
実
績
を
報
告
し
た
。

５
．
固
定
資
産
の
取
得
結
果
に
つ
い
て

　

燃
料
自
動
車
部
の
搬
送
車
購
入
に
つ

い
て
、
旭
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

よ
り
取
得
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

６
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係

る
報
告
に
つ
い
て

　

９
月
25
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

理
事
に
対
す
る
貸
付
の
実
行
状
況
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

７
．
そ
の
他

　

財
務
状
況
、
組
合
員
動
向
等
を
報
告

し
た
。

ＪＡ ＪＡ 北ひびきＤａｔａ
構成員／財務 １０/３１現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,511人 △ 62人 △ 3.9%

◆准組合員数 3,854人 △ 70人 △ 1.8%

◆組合員戸数 1,020戸 △ 48戸 △ 4.5%

◆出資金 37億18百万円 1億6百万円 2.9%

◆貯金 632億28百万円 3億83百万円 0.6%

◆貸付金 115億84百万円 △ 4億36百万円 △ 3.6%

◆
長期共済

　保 有 高
1104億83百万円 △31億26百万円 △ 2.8%

◆購買供給高 77億10百万円 4億90百万円 6.8%

◆販売高 100億97百万円 △ 7億67百万円 △ 7.1%

　（農産） 47億67百万円 1億94百万円 4.3%

　（畜産） 53億30百万円 △ 9億61百万円 △15.3%
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－金融部からのお知らせ－
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クロスワードパズルパズルパズルパズルパズル

二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる

言葉は何でしょうか？

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名

の
方
に「
大
豆
の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」「
大
豆
の
お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
」
各
２
食
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も

「
大
豆
の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」

「
大
豆
の
お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」各

２
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
パ
ズ
ル
当

選
と
お
た
よ
り
紹
介
で
重
複
さ
れ
た

方
は
ど
ち
ら
か
の
み
の
採
用
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

■
締
め
切
り　

令
和
５
年
12
月
25
日

■
当
選
発
表　

本
誌
２
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」係

vol.238vol.238

発行/北ひびき農業協同組合

編集/総務部　総合企画課

令和５年12月５日発行

　　　　　（毎月１回発行）

〒095-0021

士別市西１条８丁目701番地１

電　話：0165－（23）－2115

ＦＡＸ：0165－（23）－5162

http://www.ja-kitahibiki.or.jp/

印　刷／文義堂印刷・出版

ヨコのカギ タテのカギ

１　サンタがプレゼントを入れます 

２　パパー、ママー、どこー ? 

３　欧米のクリスマスには、この

鳥の丸焼きがよく食べられます 

４　大好きな歌手の――を見に

行った

５　レンコンは根のように見えま

すが、実はこれ 

10　「海のミルク」と呼ばれる貝 

11　除夜の鐘を突けるところもあ

ります 

12　水や砂と混ぜコンクリートを

作ります 

13　サハラ、タクラマカンといえば 

14　刃物で紙を加工して描きます 

15　冬の京都市は――冷えすると

いわれます

１　冬眠するものも多い大型の哺

乳類 

３　謎の多い浮世絵師、東洲斎―― 

６　その月の一番最初の日 

７　寒い日に吐くと白く見えるこ

とも 

８　授業中は慎んでくださいね 

９　ワカメの根元に近い部分 

11　――予報によると来週は寒い

らしい 

13　建物が立っていない宅地 

14　――の細かい滑らかな肌 

15　年越しに付きものの麺類 

16　チン!と鳴らすと人が来ます 

17　１号は東京と大阪を、２号は

大阪と福岡を結びます 

18　年賀状のイラストによく使わ

れます。令和６年は「辰」です
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メ ュ
今
ニ ー
回の

牛乳をもっと食卓に

親
子
丼
の
新
定
番 

ホ
ワ
イ
ト
親
子
丼

●作り方

①鶏モモ肉は 1.5cm 角に切って塩・こしょうを振る。タマネギは繊維に沿って薄切りにする。

②卵は卵白と卵黄に分け、卵白を軽く溶きほぐしておく。

③小さめのフライパンを中火にかけてバターを溶かし、鶏モモ肉、タマネギの順に加えて炒める。焼き色が付いたら A を注ぎ、弱火

で温める。

④煮立ってきたら②の卵白を入れて、ザックリと混ぜて火を止め、ザク切りにしたミツバを散らしてふたをする。

⑤ご飯を器に盛って④をのせ、粉チーズを振り、②の卵黄をのせる。

【材料】（２人分）

・鶏モモ肉 ����������� 100g

・塩・こしょう �������� 各少々

・タマネギ ���������� 1/2 個

・卵 �������������� 2 個

・バター ������������ 10g

A

　牛乳������������ 200ml

　顆粒スープのもと（洋風） � 小さじ 1

　砂糖����������� 小さじ 1

　塩����������� 小さじ 1/4

・ミツバ ������������ 適量

・ご飯 ���� 茶わん 2 杯分（約 300g）

・粉チーズ �������� 大さじ 1/2

【ＪＡ北ひびきのホームページ】
　組合員の皆様に向けての情
報発信と消費者や地域住民、
市場関係者や実需者へ向けた、
ＪＡ事業情報発信を行ってい
ます！

【組合員専用ページ】
　ＪＡ北ひびきの「組合員専用
ホームページ」では、日々Ｊ
Ａから組合員の皆様へお知ら
せしているFAX文書などをリ
アルタイムで掲載しております。組合員専用
ページへのアクセスには、ユーザー名とパス
ワードが必要です。お近くのＪＡ職員にお問
合せ願います。

出典● J ミルクウェブサイト「ミルクレシピ」出典● J ミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

士別警察署かわら版

問い合わせは士別警察署まで
士別警察署㈹２３－０１１０

飲酒運転の根絶
「なにで来た？」 乾杯前の合言葉

１　飲酒運転は悪質な犯罪！
　　飲酒運転は、悪質、危険な犯罪です。
　　飲酒は安全運転に必要な情報処理能力、注意力、判断能力を低下させ、運転に大きな影

響を及ぼし、重大事故に繋がる危険性を高めます。
　　皆さん一人一人が ｢飲酒運転をしない、させない、許さない、そして見逃さない」　　

ことを強く意識して、社会全体で飲酒運転を根絶する気運を醸成しましょう。
    また、二日酔いでの運転も「飲酒運転」となりますので、飲酒した翌日に運転する場合は、

身体にアルコールが残っていないかしっかり確認しましょう。
２　飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象！
　　飲酒運転は、運転者だけではなく、運転者以外の人にも重い処罰があることを知ってい

ますか。
　　車を運転する恐れのある人にお酒を提供したり、お酒を飲んでいる人に車を提供したり、

飲酒運転の車に同乗した場合は、飲酒運転と同様に処罰の対象になります。
３　｢ハンドルキーパー運動」で飲酒運転を防止！
　　ハンドルキーパー運動とは、仲間と車で飲食店に行く場合、あらかじめお酒を飲まない

人（ハンドルキーパー）を決め、その人が仲間を自宅まで送り届けることです。
　　お酒を提供するお店の方は、「お客さんが車で来店していないか」、「車で来店している

場合は、ハンドルキーパーは誰なのか」を確認して、飲酒運転を防止しましょう。
４  飲酒運転情報の提供！
　　北海道警察では、悪質な飲酒運転を根絶するため、「飲酒運転ゼロボックス」によるタ

イムリーな飲酒運転の情報や飲酒運転根絶に向けたアイデアを受け付けています。
　　是非、皆様のご協力をお願いします。
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